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 【研究方法】   
  2010年 11月から 2012年 10月の 2年間、バングラデシュ・マイメンシン医科大学病
院において産褥感染症と診断された入院・外来患者を対象とした。本研究では頻度の高





















synergy test により基質拡張型βラクタマーゼ（ESBL）の有無を判定した。ESBL 陽
性と判定されたそれらの菌種およびCAZおよび/またはCTX耐性の他のGNR菌種に対
し、多重 PCR により 3 種のβラクタマーゼ blaTEM、blaSHV、blaCTX-Mの分布を調べ、







の菌株の STを Achtman の MLST のスキームを用いて同定した。また O25b アレル、
プラスミド性キノロン耐性遺伝子 aac(6’)-Ib-crの有無を、既報の特異的プライマーを利
用して PCR により解析した。腸管外感染に関与するとされる毒素等の病原因子遺伝子
の分布を、多重または uniplex PCR により調べた。 





  2年間で 676検体（頸管内スワブ 218、尿 175、創スワブ 283、）が得られ、好気性細
菌 470株（GPC209株、GNR261株）が分離された。最も多かった菌種は大腸菌（E.coli、
n=98）で、E. faecalis（n=54）、S. haemolyticus（n=33）、P. mirabilis（n=32）、黄色
ブドウ球菌（S. aureus, n=27）、肺炎桿菌（K. pneumoniae, n=22）、E. cloacae （n=21）
と続いた。GPCの中では、S. aureusは創スワブからの分離率が他の検体より有意に高




の分離頻度が高かった。E. faecalis、S. haemolyticus については、検体の種類による
分離率の差は見られなかった。複数菌感染と考えられたのは 20 検体（主に創スワブと
頸管内スワブ）で、それらからは S. aureus、S.haemolyticus、E.faecalis、E. coliのう
ちの 2菌種が同時に分離された。 
調べられたすべての GPCは VCM、TEC、LZDに感受性であり、FOFへも大部分が
感受性であった。S. aureus、S. haemolyticus の殆どが CLIに感受性、S. aureusは GEN
にも感受性であったが、GENに対する耐性率は E. coliで 44％であり、その他のすべて
の菌種で GEN 耐性率は 50％以上を示した。S. aureus、E. faecalis の約半数、S. 
haemolyticus、E. faeciumの 8割以上が ERYおよび LVXに耐性であった。GNR菌種
は総じてセフェム系薬剤に対し高率に耐性を示した。カルバペネムへの耐性率は腸内細
菌科菌種では 18％以下であったが、A. baumanniiでは 44％（IPM)、50％（MEM）と
高かった。 
  MRSAは S. aureusの 26％（9株）と少なく、市中感染型MRSAに多い IVaまたは
V型の SCCmec を有していた。PVL陽性株は 5株で、うちMRSA は ST6の 1株のみ






  E. coli、K. pneumoniae、K. oxytoca、E. cloacaeでは 75-95％が ESBLを保有し、
その大部分が group 1 blaCTX-Mであった。blaCTX-M保有 E. coli74株では系統群 Aが最多
（30株）で、次いて B2（23株）が多かった。B2群の 7-8割が PCR で O25bアレル、
aac(6’)-Ib-cr 陽性であった。B2 群で頸管内スワブ、尿、創スワブから分離された株は
ST131と同定され、blaCTX-M-15を持ち、O25bアレル、aac(6’)-Ib-cr陽性で多数の病原因





coli、A. baumannii各 1株）、NDM-7（E. coli 1株）、blaOXA23（A. baumannii、P. mirabilis）
であった。NDM-1 陽性 E. coli は系統群 A、ST90 に属し、同様の株はインドのアッサ
ムでも報告があり、インド亜大陸東部でエンデミックに分布している可能性が考えられ


















ST361 MRSA がバングラデシュで初めて分離された。腸内細菌科菌種は高率に ESBL
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系薬剤耐性が問題であると考えられた。MRSA や、PVL 遺伝子、TSST-1 遺伝子陽性株は
少なかったが、新興クローンと近縁の ST361MRSA が分離された。腸内細菌科菌種は高率
に ESBL (おもに group 1 blaCTX-M)を持ち、大腸菌では腸管外感染大腸菌のパンデミック
クローンとされる B-ST131、D-ST405 株が初めてバングラデシュで同定された。またカル
バペネマーゼ遺伝子 blaNDM-1、blaNDM-7 が大腸菌、A, baumannii から分離された。本
研究により、産褥感染症の種類毎、菌種毎に適切な抗菌薬療法を行うべきであることが示
唆され、その知見はバングラデシュにおける感染症対策に寄与すると考えられた。以上の
結果および質疑応答の状況を勘案し、審査委員全員から本研究成果が医学博士の学位に値
するものであるとの評価を得た。 
 
